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★ 1２月 の 活 動 予 定 場所：子育てひろば

【げんきっず】

活動サークル 日 程 及 び 活 動 内 容

げんきっずディ
《１０時～１２時》

・３日（火）・１０日（火）・１７日（火）

・２５日（水）…身体測定が出来ます。
※利用の際は前日までにご連絡ください。

親子

サークル
《１０時～１２時》

手芸

サークル
《１０時～１２時》

【パッチワーク作り】・１２日（木）
※初めての方はご連絡ください。

◆パッチワークや小物作りの好きな方が集まり、

それぞれ作りたいものを持参して作っています。

興味のある方はぜひ参加してみませんか？

連絡をお待ちしております❣

クッキング

サークル
《１０時～１２時》

【今月のおすすめメニュー】

・１９日（木）
♦子どもの人気メニューや季節の

おすすめ料理・離乳食を紹介しています。

※前日までにお申し込みください。

ボランティア
《９時～１２時》

・７日（土）・１４日（土）・２１（土）
※学生・一般の方が参加できます。

※毎週、水曜日までに申し込みください。

※２７日（土）はお休みします。

育児相談

《１０時～１６時》

【随時対応】

♦子どもの育ちや不安に感じる事など話してみま

せんか？ 子育てのヒントになるかもしれませ

ん(o^—^o)

※風邪の症状があったり、家族の中で風邪を引いている方

がいたりする場合はご遠慮ください。

※流行性感染症防止の為、活動が中止になることもありま

す。

・５日（木）『ボウリングに挑戦！』
◆はすね子ども園の年長児と一緒に、朝日会

館フォーラムボウル（弘前市高田）で

ボウリングを体験してみませんか？
※年中、年長児のみとなります。1１月３０日

（土）までにご連絡ください。

・２６日（木）『お正月飾り製作』
◆トイレットペーパーの芯を

使って門松を作ります。
※材料等の準備がありますので、１２月２１日

（土）までにご連絡ください。

寒さが少しずつ厳しくなり、冬の訪れを感じるようになりました。今年も瞬く間に過ぎていき、あっという間に最後の月になりましたね。

寒くなると、風邪や感染症など様々な病気が流行します。早寝、早起きなどの規則正しい生活をし、こまめな手洗いやうがいを心がけ、体調管

理をしていきましょう。楽しいクリスマス、年末をお過ごしください😊

『かわいい！』だけで、子どもが身に着けるものを選んでいませんか？≪事故防止≫
皆さんの身近では、着ている衣服によってこどもが事故に遭ったり、危な

い目に遭ったりする経験はありませんか。

東京都が平成18年（2006年）に行った調査によると、着ている衣服が

原因でこどもがけがをした・危ない目に遭った・ヒヤリとした経験がある親

は全体の77％に上ります。

その他にはこんな危険も…
●ファスナー付きの服

・ファスナーを上げた際、あごの肉や指を挟んでしまった。

●ビーズ、ボタンの飾り付きの服

・かじって引っ張り外し、飲み込んでしまった。

●裾が長いズボン、裾に締めるためのゴムが付いているズボン

・自分で踏んで転んだ。大型遊具に引っかかって転んだ。

●肩掛けカバン、斜め掛けカバン、水筒の紐、携帯ストラップ

・滑り台の鉄柵に引っかかり、首が締まりそうになった。肩から足元

へずり落ち、引っかかって転んだ。

●マフラー

・垂れ落ちていた部分がエスカレーターに巻き込まれた。

●ネックレス、イヤリング、指輪、ブレスレット、キーホルダーの鎖等

・友達に引っ張られ、首が締まった。ネックレス（ブレスレット）を

引っ張ってバラバラにし、口に入れていた。

●ヘアゴムの飾り、ヘアピン、髪留め

・ヘアゴムを自分で取り、食べていた。転倒し、硬い飾りで頭を

切った。自分でピンを刺そうとして、目に入りそうになった。

●靴ひも、サンダル

・ほどけた紐を踏んで転んだ。エスカレーターに

サンダルのつま先が引っかかった。

危険回避のポイント！
2015年には、子供服に付いている紐に関するJIS規格「JIS L4129」が

制定されました。

（これらは、13歳未満が着用する子供服が対象になります。）

・頭や首周りから垂れ下がる紐はつけられません

・背中から出る紐はつけられません

・丈の長い上着やズボンの裾など、股より下に裾がある場合、垂れ下

がった紐をつけることはできません。

しかし、JIS規格に強制力はないので、実際には規格に当てはまらない服も

一部販売されています。特に中古品やハンドメイド品、海外製品には注意が

必要です。そのため、最終的には私たち保護者が安全性を考えて服選びをし

なければなりません。事故防止のために、次のような点に注意してみてくだ

さい。

①首周りや、腰回り、ズボンの裾等に紐が付いていませんか？

…紐を抜くか、切って短くする。紐を適度な長さで衣服に縫いつけ、周

囲の突起物などに引っ掛かりにくい様にする。ポンポンを切り取る。

②サイズの合わない服を着せていませんか？

…こどもの体格に合った服を着せる。（サイズが大き過ぎると、周囲の

突起物にひっかかったり、裾を踏んでしまったり、こどもが動きにく

くなったりします）

③フードが付いた服を着せていませんか？

…遊んでいるときには、フードは外に出さず、服の中に入れるようにす

る。 こうすることで、引っかかったり、引っ張られたりする危険性が

なくなります。

④ボタンやビーズが付いていませんか？

…乳幼児は、ボタンやビーズなど引っ張ったり、糸の部分をかみちぎっ

たりする事があります。誤飲につながるため、出来るだけ付いていな

い服を選びましょう。

⑤大きな靴、サンダルや長靴を履くときに注意をしていますか？

…足に合わないサイズの靴は、つまずきの原因になります。また、サン

ダル等はエスカレーターに巻き込まれる事故が報告されているので、

大人が注意をして見守ることが重要です。

✿皆さん一人ひとりが「この服は安全か」という意識を常に持って子供服

を選ぶようにしましょう。

✿シーンに合わせて洋服を選んだり、長さやほつれ等がないかを注意して

あげたりするだけで、危険度は低くなります。

✿転倒や窒息など大事故に繋がってしまうこともあるので、大切なお子さん

を守るためにも安全に配慮されたものを選びましょう。

✿≪絶対に安全≫ということはありません。しかし、大切なお子さんの尊い

命を守るため、少しでも危険を減らしてあげることも愛情の一つです。





◆パッチワークや小物作りの好きな方が集まり、

それぞれ作りたいものを持参して作っています。


